
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育全体 特別支援学級 通級による指導 通常の学級 

「山形県の 

特別支援教育」 
特別支援教育課 

公式Ｘ（旧 Twitter） 

「特別支援学級 

ハンドブック」 

「通級による指導に

ついて」リーフレット 

「ユニバーサルデザインの視

点を取り入れた授業づくりハ

ンドブック」 

「クラスでできる 

支援ヒント集」 

特別支援学校・小・中・
高校の取組みや、相談

窓口など載せた資料
です。 

 

特別支援学校や特別
支援教育課の取組み

について紹介してい
ます。 

 

特別支援学級担当者
の指導・支援等の手が

かりとなる資料です。 
 

 

「通級による指導」に
ついて説明し、指導・

支援の参考となる資
料です。 

 

授業改善のための７
つの視点を提案する

資料です。ﾘｰﾌﾚｯﾄもあ
ります。 

 

児童等の具体的な困
難から支援のヒント

を紹介する資料です。 
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“教育山形「さんさん」プラン”推進のための環境整備の一つとして、「教科担任マイスタ
ー制度」を展開しています。 
今年度は算数・数学に焦点化し、日常的な授業改善や教材研究を踏まえた授業実践及び授

業公開等を通して、校内外の先生方の教科指導力向上を図り、子どもたちの学力向上に向け
た取り組みを実施していきます。 

☆庄内地区では、下記のとおり重
点校２校、配置校６校で実施し
ていきます。 

重点校：鶴岡市立大山小学校 
庄内町立立川中学校 

配置校：鶴岡市立朝暘第二小学校 
鶴岡市立藤島小学校 

    三川町立東郷小学校 
酒田市立富士見小学校 

    酒田市立浜中小学校 
酒田市立第四中学校 

県内の重点校の実践等について 

こちらの二次元コードから 

ご覧いただくことができます！ 

   
子どもたちの質の高い、深い学びを目指し、

「学習定着度の測定に基づく授業改善」「教員

の指導力向上に向けた体制の充実」「授業と連

動した家庭学習の充実」について、オンライン

での研修会を実施します。 
第１回（5/27）は「学び×CBT」をテーマ 

に、客観的なデータ分析をもとに、子どものつ
まずきを正しく把握し指導に生かすことについ
てお話をいただきました。 

＜今後の予定＞ 

第２回( 9/25) 「他県の取り組みに学ぶ(仮)」 

★石川県の中学校への数学派遣教員として、酒

田市立第二中学校所属の小林司先生が研修報

告をします！ 

第３回(11/27)「教員の指導力向上(仮)」 

第４回( 2/26) 「家庭学習の充実(仮)」 

★各開催日の１か月前頃に詳細をお知らせしま

すので、ぜひご参加ください。 

 

授業公開の実施 

６月９日（火）に今年度１回目の庄内地区いじめ・不登校未然防止推進事業地区協議会を開
催し、文部科学省初等中等教育局 いじめ・自殺等対策専門官 辻 尚宏 氏を講師に迎え、「い
じめに対する正しい理解と向き合い方～未然防止と組織的対応の実践～」をテーマに研修会を
行いました。８０名を超える先生方から参集いただきましたことに感謝申し上げます。 

グローバル人材育成に向けた 

英語教育推進事業≪R７より≫ 

英語発信力向上に向けた、学校における系統
的な指導の充実とモデル構築を図り、効果的な
指導事例を広く発信することにより、県内各学
校の英語教育の推進を図ることを目的とする事
業が今年度で２年目となります。 

庄内地区では、鶴岡市立あさひ小学校、鶴岡

市立羽黒中学校から実践推進校をお引き受けい

ただき、実践研究を進めているところです。あ

さひ小には、敬和学園大学 大岩 彩子 准教授、

羽黒中には、東北芸術工科大学 青栁 敦子 教授

よりご指導をいただきます。多くの先生方と協

議できればと思っています。ぜひ公開授業研究

会にご参加ください。 
 
１０月 ７日（水）庄内地区公開授業研究会（羽黒中）  

３年生外国語科 授業者 坂野 幸子 教諭 

１１月１７日（火）山形県公開授業研究会 (あさひ小)    

６年生外国語科 授業者 山口 雅乃 教諭 

◆組織的対応のポイントとして・・・ 

◇学校いじめ防止基本方針を、全職員がすぐに動けるように、「誰が・い
つ・何をするか」が明記された「マニュアル」として共有する。 

◇現在の法律に基づいたいじめの定義のもと、個人の判断でいじめを抱え
込まず、どんなに些細な情報でもすぐに学校いじめ対策組織へ報告・共
有する。 

◇保護者には、児童生徒がいじめの被害者にも加害者にもなり得ることを
含め、学校いじめ防止基本方針や警察との連携について年度初めに周知
し、重大ないじめが発生した場合は、法を根拠に説明する。 

上記のように、さまざまな視点から助言をいただき、全国の具体的な事例やスクールロ
イヤーからの視点も交えながらご説明いただきました。 

◆参加者の感想より（一部抜粋）  

 
 
『このくらいなら大丈夫』と個人で判
断せず、早い段階で情報共有し、組織
として対応する必要があると感じた。 

保護者を納得させることをゴールにせず、把
握した事実と学校としての対応について説明す
ることをゴールとすることが大切だと思った。 

 今年度も庄内教育事務所では特別支援教育の推進に向けて研修を実施しております。一人一人の 

子どものよりよい成長のために、積極的に研修に御参加いただくとともに、下記のとおり各種参考資料 

もありますので、ご活用ください。 

☆今後の研修の予定（特別支援教育研修会） ※各校に別途お知らせします 

□ ９月１日（火）（オンライン） 
   「通常学級における特別な支援を必要とする子どもへの具体的な支援について（仮）」 

パークサイドこころの発達クリニック 院長 原田 剛志 氏 

□１１月２４日（火）（オンライン） 
   「愛着障がい・発達障がいの理解と支援 ～学級づくりの真髄～（仮）」  

桃山学院大学 人間教育学部 教授 久松 眞実 氏 

☆各種参考資料 

 
  

 特別支援教育について 


